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1. ボーイング737 MAXの墜落事故への対応に関する連

邦航空局（FAA）の最近の動き 

 

2018年及び 2019年に発生したボーイング 737 MAXシリー

ズの航空事故の概要と、その事故を踏まえたFAAの対応につ

いては、2020年5月時点の情報として既に報告 1)したところ

であるが、その後のFAAの動きは以下のとおりである。 

まず、6月 29日～7月 1日の 3日間にわたり、FAAはボー

イング社とともに、事故の要因となった操縦システムに対し

て改修を行った試験機を使用して、飛行試験を実施した。こ

の飛行試験の完了後、FAA は運航再開までに必要な残りのタ

スクとして、①飛行試験で取得されたデータの評価、②パイ

ロットの追加訓練の要件について、FAA の運航基準委員会

（FSB）による審査並びにカナダ、欧州及びブラジルの専門家

を含む合同運航評価委員会（JOEB）による審査、③FSB によ

る報告書のパブリックコメントを経た上での発行、④設計変

更が全ての基準に適合することを示すボーイング社の最終的

な技術文書パッケージに対する FAA の審査と、米空軍及び

NASA の専門家を含む技術アドバイザリー委員会（TAB）によ

る追加審査並びに報告書の発行、⑤設計変更等を義務付ける

耐空性改善命令（AD）の発行、⑥2019年 3月 13日付けで運

航禁止を義務付けた緊急指令の解除、を列挙するとともに、

航空機が証明基準を満足することをFAAとして確信した場合

にのみ緊急指令を解除することを強調した。 

上記の⑤（設計変更等を義務付けるADの発行）については、

そのADの案が、8月3日にFAAのウェブサイトで先行公開さ

れ、8月6日にFederal Registerで正式に公表された 1)。本

AD の案に対するパブリックコメントの期間は 45 日間とされ

ているため、9 月 21 日にパブリックコメントが締め切られ、

その後FAAにおいてコメント内容を踏まえた最終的な検討が

行われる予定である。次節では、ADの案と同時に公表された

FAAによる審査内容の暫定サマリー2)を踏まえつつ、公表され

たADの案の内容を説明する。 

 

2. ボーイング 737 MAXに対するADの案の内容 

  

公表されたADの案では、2件の事故の原因について、片側

のAngle of Attack（AOA）センサーからの誤った高迎角情報

の入力を操縦システムが受け、運動特性補正システム

（Manuvering Characteristics Augmentation System: MCAS）

が機体を頭下げとする水平安定板の操作を繰り返し行ったこ

とにより、操縦士が機体を操縦することが困難となり、最終

的に墜落に至った不具合であるとされている。 

 この不具合に対応するため、AD案においてFAAは4つの設

計変更を提案している。すなわち、①操縦システムコンピュ

ータのソフトウェアのアップデート、②操縦室における表示

システムコンピュータのソフトウェアのアップデート、③飛

行規程における操縦士の操作手順の変更、④水平安定板の操

作に係る配線の経路の変更である。 

 これらの 4つの設計変更に加えて、FAA は、個別の機体を

就航再開する前に、⑤AOA センサーのシステムの作動確認と

⑥運航に向けた準備飛行を運航者が実施することを併せて提

案している。 

 さらに、⑦航空機のシステムの一部が不作動の場合でも出

発を可能とするための条件を記載している Minimum 

Equipment Listについて、より厳しい条件を盛り込むことを

提案している。 

 FAAは、これらの設計変更等について、40名以上の技術職

員によりのべ60,000時間以上の審査を行うとともに、4,000

時間以上のボーイング社の飛行試験の解析と、FAA 自身によ
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る約50時間の飛行試験（シミュレータによる試験を含む）を

行い、安全上の問題に効果的に対応可能であると暫定的に結

論付けている。次項以降では、それぞれの設計変更等の詳細、

及び設計変更等により意図される不具合の改善内容について

述べることとする。 

 

2.1 操縦システムコンピュータのソフトウェアのアップデ

ート 

操縦システムコンピュータのソフトウェアのアップデート

は、片側のAOAセンサーからの誤った情報がMCASを誤作動さ

せることを防ぐことを目的としている。 

具体的には、従来のソフトウェアにおいて片側のAOAセン

サーのみからの入力に依存して MCAS を作動させていたこと

に対し、アップデートされたソフトウェアでは両側のAOAセ

ンサーからの入力により MCAS を作動させるように変更され

た。 

また、アップデートされたソフトウェアでは、両側の AOA

センサーからの入力を比較し、AOA センサーの故障を検知す

るようになった。AOA センサーからの入力に一定以上の差異

が生じた場合には、その後のMCASの機能が不作動となるとと

もに、不作動となったことを操縦室に表示するための信号を

提供する。 

さらに、MCASが水平安定板の操作を繰り返し行うことを防

止するため、AOA センサーによる１回の高迎角情報の入力あ

たり、MCAS は１回のみ作動するように変更された。つまり、

その後に機体が低迎角の状態に戻った後に限り、MCASが再び

作動することが可能となる。 

これらに加え、従来のソフトウェアではMCASによる水平安

定板の操作に制限がなかったことに対し、アップデートされ

たソフトウェアでは、MCASによる操作後の水平安定板の位置

においても操縦桿を使用した操縦士の操作能力が保たれるよ

う、MCASによる水平安定板の操作に制限が加えられた。 

 

2.2 操縦室における表示システムコンピュータのソフトウ

ェアのアップデート 

操縦室における表示システムコンピュータのソフトウェア

のアップデートは、両側のAOAセンサーからの入力に一定以

上の差異が生じた場合に、AOA センサーの故障の可能性を操

縦士に警告することを目的としている。 

過去に製造された一部の機体においては当該警告の機能が

実装されていなかったが、アップデートされたソフトウェア

ではすべての機体に対して当該警告の機能が実装される。警

報機能の欠如そのものは不安全状態ではないが、AD案により

義務付けられる操縦士の操作手順がこの警告機能に依存する

こととなるため、ソフトウェアのアップデートを必須とする

ことが提案されている。 

 

2.3 飛行規程における操縦士の操作手順の変更 

飛行規程における操縦士の操作手順の変更は、水平安定板

の不適切な作動及びAOAセンサーの故障の可能性による影響

に対し、操縦士が認識し対応する能力を促進することを目的

としている。 

1 点目として、速度計の信頼性が疑われる場合において操

縦士のワークロードを軽減するため、信頼可能な速度計を参

照テーブルを使用することなく決定するための手順の追加、

自動化をより利用するための着陸復行時の手順の改善、誤っ

た高度情報を管制機関に伝達しないための手順の追加、及び

誤ったAOAセンサーからの入力を速度計の信頼性に係る原因

の可能性として追加という変更が行われている。 

2 点目として、水平安定板の暴走に係るチェックリストに

ついて、チェックリストを使用する基準を見直し、操作せず

に水平安定板が継続的に作動した場合や、飛行状態にそぐわ

ない作動をした場合が盛り込まれた。水平安定板のマニュア

ル操作によるトリムのためのガイダンスについては、水平安

定板のトリム不作動に係るチェックリストとともに盛り込ま

れている。 

3点目として、2.1項の操縦システムコンピュータの設計変

更により、両側の AOA センサーからの入力の差異によって

MCASの機能が不作動となることに対応するため、水平安定板

によるトリム故障時に操縦士が飛行を継続するためのチェッ

クリストが追加された。 

4 点目として、オートパイロットが水平安定板によるトリ

ムを適切に設定できない場合のチェックリストが追加される。

既存の設計において、オートパイロットが水平安定板による

トリムを適切に設定できないことを操縦士に伝える警告灯が

あるが、チェックリストはさらなる追加の情報を操縦士に提

供する。 

5 点目として、両方の AOA センサーからの入力の差異によ

る警告灯が表示された場合のチェックリストが追加され、そ

の際には１点目の速度計の信頼性が疑われる場合のチェック

リストを実施することとされている。 

6 点目として、左右の高度計の差異による警告灯が表示さ

れた場合のチェックリストが追加され、左右の速度計の差異

の警告灯が同時に表示されたかを確認するとともに、その後

の降下及び着陸を完遂するための追加の手順が提供されてい

る。 
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最後に7点目として、左右の速度計の差異の警告灯が表示

された場合のチェックリストが追加され、その際には１点目

の速度計の信頼性が疑われる場合のチェックリストを実施す

ることとされている。 

 

2.4 水平安定板の操作に係る配線の経路の変更 

 水平安定板の操作に係る配線の経路の変更は、FAA の審査

の過程において基準に不適合であることが発見された、一部

の配線の経路を修正することを目的としている。 

 具体的には、水平安定板のトリム・アームの配線と、トリ

ム・コントロールの配線の間に、基準で要求される物理的な

間隔を設けるよう、修正するものである。 

 

2.5 AOAセンサーのシステムの作動確認 

 各航空機の2つのAOAセンサーが適切に作動することを担

保するため、FAA は運航会社に対し、個別の機体を就航再開

する前に、AOA センサーのシステムの作動確認を実施するこ

とを提案している。 

 

2.6 運航に向けた準備飛行 

 航空機の運航が長期間にわたり制限されていたこと、及び

操縦システムの重要性に鑑み、個別の機体を就航再開する前

に、設計変更後の準備飛行を義務付けることを提案している。 

 

2.7 Minimum Equipment Listの厳格化 

 航空機のシステムの一部が不作動の場合でも出発を可能と

するための条件を記載しているMinimum Equipment Listにつ

いて、従来は片方の操縦システムが正常であれば出発が可能

であったことに対し、両方の操縦システムコンピュータが正

常である場合に限って出発を可能とするなどの厳格化を求め

ている。 

 

3. 運航再開に向けた動きと今後の流れ 

 

FAAが 7月初めに飛行試験を完了したことに続き、9月 11

日には欧州の航空安全当局であるEuropean Aviation Safety 

Agency（EASA）も飛行試験を完了したことをウェブサイトで

公表 3)しており、運航再開に向けた具体的な動きが進められ

ている。 

 

 

 

 

一方、1．に記載した運航再開までに必要な残りのタスクの

うち、③の FSB による報告書については、9月中旬時点にお

いて未だパブリックコメントが開始されていない。当該報告

書のパブリックコメント及び提出されたコメントの検討には

少なくとも１か月程度を要すると考えられるため、運航再開

は早くとも10月後半以降になると思われる。 

 さらに、9月15日に米国下院の運輸インフラ委員会が公表

した報告書 4)では、ボーイング社内でのスケジュールへのプ

レッシャーやFAAによる監督が不十分であったことに対して

厳しい指摘がなされており、このことも運航再開の時期に影

響する可能性がある。 
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